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第 1章は序論で, 第 1,2節で硬さに基いて自動車構造部材の強度を評価する考え方の沿革を述べ本研








り層別すると, 押し込み硬さによって構造部材の強度評価が合理的に行なえるとしている｡ すなわち, 引
張りおよび操り強さ, 引張り降伏点または耐力および探り耐力は組織別に硬さ (Hv)に比例して高くな










は7 種の中炭素構造用鋼を焼入れ状態から 400oC ～650oC の各温度に焼もどした場合の諸強度特性と硬
さの関係を示している｡ 動的強度として平滑材の回転曲げおよび両振り曲げ疲労強度 (耐久限度, 105 お
よび 106時間強度), 両振り携り疲労強度 (同上), 静的強度として引張降伏点または耐力, 引張り強さ,
真破断力, 摂り耐力, 涙り強さおよびシャルピー衝撃値について多数の実験を行ない, これを組織別に硬







的強度を平滑材のそれらとの対比として示している｡ これより切欠係数 (平滑材疲労強度/ 切欠材疲労強
皮) は破断繰返数の増大に伴って大きくなる傾向が明瞭に示されている｡ 第3節では上記の実験結果に基
づき, 切欠材の疲労強度を材質同等の平滑材疲労強度より評価する方法を導いている｡ 切欠係数を無限寿
命の切欠係数 (耐久限度比) と有限寿命のそれとに分け, 形状係数と応力勾配を考慮して無限寿命の切欠
係数を求める手法を示している｡ この際, 有効応力を表面から 0.02- 0,03 mm の位置の応力とすると
計算値は実験値と極めてよく一致すると述べている｡ また有限寿命の切欠係数は無限寿命のそれと両対数
グラフで直線関係にあることをも示している｡ 第4節では実用部品に多い鍛造, 圧延, 熱処理による黒皮
脱炭や仕上面の脱炭による疲労強度の低下を検討している｡ これらの脱炭は製造時かなり吟味した工程を
経ても起り易く, 静的強度には影響せず疲労強度を著しく低下させる点を強調し, 著者埠切欠係数に対し
て表面係数 (平滑材疲労強度/ 表面脱炭材疲労強度) を定義している｡ 各種材料の各種応力条件のもとに
おける表面係数の値を与え, 表面係数は切欠係数と同様に破断繰返数の増大に伴って大きくなることを明









図を併せた耐久限度線図を各種応力について与える必要がある｡ 第 2 節ではこれに関連して回転曲げと両
振り曲げ疲れの関係を検討し, 丸棒材では両者の疲労強度は同等であるが, 板材ではエッジ効果のために
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れらの関係を吟味し, S55C, SCM4, SVJ2等の鋼種について実験を行ない両者は極めてよい対応を示す
と述べている｡ 第3節では常温Uノッチシャルビ- 試験において破断までの荷重- たわみ関係を求めるこ
とにより, 衝撃値におよぼす荷重速度の影響, 材料繊維方向の影響および組織の相違によるこれらの変化























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
機械構造物の強度設計においては, 使用材料の試験片による材料試験により求められた各種基本材料強
度値をもとにして構造部材の諸元が定められるのであるが, 一般に試験片により求めた材料強度値が果し













を明らかにしている｡ 殊に試験片と実用部材の強度の関係の検討において, 部品の形状, 寸法に対して鋼
種と熱処理条件の選択が重要であり, 試験片と部品の金属組織と硬さが同等であるならば鋼種や熱処理条
件に拘らず強度特性は同等であることを, 多くの場合について実証している｡




















の装置を試作し, これを用いて荷重一時間- たわみの関係を求め, これより力積や吸収エネルギを算出す




も衝撃値に差のある場合, クラック発生までの吸収エネルギに差のあるものと, これは同等であるが, ク
ラック伝播過程の吸収エネルギが異る場合とがあることを見出し, この区別は破面の肉眼または電顕観察




価するに際して, 金属組織の層別に基 く硬さ基準の評価方法を提案し, これの有用性を実証したもので,
学術上工業上, 貢献するところが多い｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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